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　はじめに

　社会環境が急激に変化する今日、あらゆる

分野での改革が不可避になっており、博物館

も例外ではない。国・公・私立の如何を問わ

ず、近年の財政悪化や市民ニーズの多様化・

高度化、さらには情報化・国際化・高齢化な

どの進展に則した対応が緊要であり、従来の

発想、親方日の丸的な運営からの脱却が必須

となっている。2005年10月　日の文部科学省1

の社会教育調査によると、日本の博物館数は

5,614館園であるが、この10年ぐらいは財政事

情等の理由もあり従来に比べ年度間の設置

ペースが落ちてきている

（表　）。また事業予算1

の逼迫、利用者数も減少

気味で、廃館に追い込ま

れたところもある。いま

や我が国の博物館は、ま

さに生き残りをかけた運営に迫られていると

いってよい。長崎歴史文化博物館としても、

そのことを十分に認識しつつ、真剣な運営・

経営を続けなければならないのはいうまでも

ない。

内　　　訳
類似相当登録計区分

私立市町村都道府県国・独法

1,1192,249267692,8432426193,7041993年度

1,3272,795313723,5222707154,5071996年度

1,4333,1733491544,0642767695,1091999年度

1,4103,3904021614,2433018195,3632002年度

1,3943,6054181974,4183318655,6142005年度

表　　日本の博物館数の推移1
（館）

長 崎 歴 史 文 化 博 物 館 全 景
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　開館効果もあり、有難いことに　周年には1

66万人強という、県立博物館レベルでは異例

の入館者を記録した。この理由は、県民を中

心に全国各地から来館していただいたこと、

しかも近世長崎の海外交流史に重点を置いた

常設展の展示内容、展示手法等に関し高い評

価をいただいたことだと思っている。しかし、

これからが真価を問われるのであって、館員

一丸となって全力で利用者満足創出に努めな

ければならないと気を引き締めている。

　　．長崎歴史文化博物館の特色と1

　　　ミッション

　1571年にポルトガル船が初めて長崎港に入

港した。長崎は1641年の鎖国以降は開国まで

の218年の間、日本と西洋、中国をつなぐ唯一

の窓口として栄え、「わからん（和華蘭）」文

化が今も息づくまちである。まちを歩くと、

唐人屋敷、孔子廟、教会跡地、外人居留地跡

など、異国情緒あふれるまち並みに触れ、当

時をしのぶことができる。

　このような長崎に、　 年前の2005年11月　2 3

日、長崎歴史文化博物館が開館した。設置場

所はJR長崎駅から徒歩約15分の諏訪の森地

区で、長崎の海外交流の舞台となった長崎奉

行所立山役所があった歴史的な地である。

　この博物館の特色を挙げてみよう。

（　）長崎県と長崎市が一体となって設置し1

た博物館

　長崎県は南蛮文化やキリシタン文化、鎖

国時代における開港の歴史など、海外交流

史の歴史を物語る様々な資料を持っており、

長崎市が市立博物館等に保有する貴重な資

料を一つに合わせて最大限に活用すること

によって、より効果が大きくなることから、

県と長崎市が共同で整備したところに大き

な特色があり、この点全国でも例がないこ

とである。なお、設計は世界的建築家・黒川

紀章氏（2007年10月12日にご逝去）である。

 

長崎歴史文化博物館建設の概要

　　名　称　長崎歴史文化博物館1

　　所在地　長崎市立山　丁目　－　（長崎市諏訪の森の一角）2 1 1 1
（第　種住居地域、準防火地域）1

　　建築概要3
�　敷地面積　　14,801㎡
�　建築面積　　　3,557㎡
�　延べ床面積　12,239㎡（駐車場2,581㎡ を含む）
�　構　造　鉄筋コンクリート造、一部鉄骨鉄筋コンクリート

造・鉄骨造・木造　　階建3
�　高　さ　最高高さ：22.3ｍ　軒の高さ：16.2ｍ
�　設計者　建築設計：㈱黒川紀章建築都市設計事務所
　　　　　　展示設計：㈱乃村工藝社
�　施工者　竹中・親和・古賀特定建設工事共同企業体
　　　　　　（建築本体工事）
�　施工期間

建築工事：平成15年　月19日～平成17年　月31日7 8
（電気、設備等工事は　月31日竣工）5
展示工事：平成15年10月　日～平成17年　月31日3 8

�　開　館　平成17年11月　日3

　　事業費　約80億円（県：長崎市＝　：　＝53億円：27億円）4 2 1
建築工事費　約54億円
展示工事費　約12億円
その他　　　約14億円

　　館の機能5
　○常設展示室（1,276㎡）
　　企画展示室（1,032㎡）
　　奉行所関連展示室（410㎡）
　　奉行所木造復元部分（498㎡）
　○収蔵部門…収蔵庫、文書収蔵庫、くん蒸室、撮影室、
　　　　　　　保存修復室
　○生涯学習支援部門…レファレンスルーム、
　　　　　　　　　　　多目的ホール、体験学習室
　○ミュージアムショップ、飲食施設、イベントの間、
　　伝統工芸体験工房

　　館の運営　㈱乃村工藝社（指定管理者）6
　　　　　　　指定期間　平成17年　月　日～平成22年　月31日4 1 3

　　収蔵品　約　万　千点7 4 8
　　　　　　旧県立美術博物館所蔵品　　　約　千点2
　　　　　　旧長崎市立博物館所蔵品　約　万　千点1 6
　　　　　　県立長崎図書館所蔵品　　　　約　万点3



10 ながさき経済　2007.11

（　）我が国有数の「海外交流史」の博物館2

　旧長崎県立美術博物館の所蔵資料のうち、

歴史資料および江戸時代以前の美術資料、

県立長崎図書館の所管する古文書を中心と

する郷土資料、長崎市立博物館が所蔵する

資料合わせて約　万点を所蔵し、海外交流5

史に関する展示・教育活動を展開している

点で他に見られない特色がある。

（　）長崎奉行所立山役所の往時の姿を復元3

した博物館

　江戸時代、幕府の直轄地として、行政、

外交、貿易、キリシタンの取締りなど幅広

い任に当たっていた長崎奉行所立山役所の

公的な部分を文化　年に作成された「長崎5

諸官公 衙 絵図面」を基本に様々な歴史資料
が

や幕末に撮影された古写真などをもとに復

元整備した博物館であり、ここで現代的博

物館活動を展開しているという点でユニー

クである。

（　）「長崎学」研究の拠点となる博物館4

　調査研究部門として館内の組織の一つと

して「長崎歴史文化研究所」を設置し、国

内はもとより世界の博物館や研究機関等と

連携し、広い視野から長崎を見つめ、研究

の成果を発信していくことにしている。こ

の調査研究には館の研究員に加えて県と市

の学芸員、学識経験者、民間の識者など官

民連携で進め、長崎学研究の拠点化をめざ

しているのが特徴である。

（　）開館時間も休館日も全国的に異例な取5

組みの博物館

　修学旅行団体の学校などの便宜を図るた

め、朝　時半の開館、19時閉館とし、休館8

日も毎月第　火曜日のみで年末・年始も開2

館し、利用サービスを重点に運営する博物

館であり、極めて好評である。

（　）本格的な指定管理者制度のもとで運営6

する博物館

　このことについては次の　において詳し2

く述べるが、学芸・研究部門を含めて、こ

の制度の趣旨に沿った全国で初めての本格

的な指定管理者制度を導入し、それに基づ

いて民間企業が運営を展開している博物館

である。

　このような特色をもった長崎歴史文化博物

館の使命（ミッション）をいくつか挙げてお

きたい。

　第一に、長崎の学術・文化の継承・発展を

図ることである。これは先に述べた館内の長

崎歴史文化研究所を中心に長崎に関する広範

な分野について調査研究し、その継承は勿論、

さらなる発展を図り、地域貢献をするととも

に内外へ新たな情報の発信に努める。

　第二に、文化による長崎の地域振興、地域

経済、観光の活性化に寄与することである。

この点については、従来の発想を転換し、文

化と経済は車の両輪であり、文化の隆盛が経

済の発展にとって最も重要であること、その

意味で博物館の振興が地域経済、地域の活性

化につながるという認識にたってその実現を

図る使命があるということである。ちなみに

「ながさき地域経済研究所」の調査によると、

長崎歴史文化博物館の開館時点から1年間の
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経済波及効果額は、約88億円という予想以上

の地域経済効果が見られる（表　）。2

　第三に、後述する指定管理者制度による博

物館運営の成功事例を創出することである。

指定管理者制度で運営するにあたって、何が

問題であり、それを如何に解決して地域サー

ビス、利用者サービス等につなげるか、その

モデルを構築することも重要な使命である。

　　．全国初の指定管理者制度に2

　　　基づく博物館運営

　指定管理者制度は、「官から民へ」「民間に

できるものは民間に任せる」という流れの中

で、地方財政の悪化を背景に、2003年の地方

自治法の一部改正により「公の施設」の管理・

運営に民間企業やNPOなどの参入を認める

ことになった制度である。この制度導入の目

波及効果額計　次効果2　次効果1直接効果部門

111,70126,42783,2901,985農林業01

36,7216,11630,301304水産業02

12,8462,8749,9720鉱業03

514,85968,258104,978341,623食料品04

2,4241,381787256繊維製品05

14,6622,75511,741166パルプ・紙・木製品06

1,28857567539化学製品07

4,3747833,53457石油・石炭製品08

6,5541697455,640陶磁器09

8,6672,1126,274281窯業・土石製品10

834177660－3鉄鋼11

10023761非鉄金属12

7,9482,0075,265676金属製品13

66311452030一般機械14

13,9408,6112,3562,973電気機械15

430513772船舶・同修理16

95851038860その他の機械17

100,24513,34828,81458,083その他の製造工業製品18

81,33024,22956,341760建設19

249,14456,121110,33982,683電力・ガス・熱供給20

100,23723,00165,66711,569水道・廃棄物処理21

960,894254,289222,421484,183商業22

331,231109,165210,98711,079金融・保険23

509,466363,54197,45348,472不動産24

1,492,458115,456249,0141,127,987運輸25

211,76481,540119,00411,221通信・放送26

10,8184,5105,809498公務27

58,13137,19313,3927,546教育・研究28

104,53991,62445312,462医療・保健・社会保障・介護29

50,10527,21719,4513,438その他の公共サービス30

677,810111,362404,961161,488対事業所サービス31

3,010,519193,81836,3652,780,336対個人サービス32

32,6123,29616,00413,313事務用品33

48,4347,17930,80810,447分類不明34

8,768,7041,639,8311,949,2205,179,653合　　　　計

表　　長崎歴史文化博物館開館に伴う経済波及効果額2
（千円）

ながさき地域政策研究所調べ
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的は、「多様化する住民ニーズにより効果的、

効率的に対応するため、公の施設の管理運営

に民間能力を活用しつつ、住民サービスの向

上を図ると共に、経費の縮減等を図ること」

にある。

　長崎県では、長崎歴史文化博物館の管理運

営について学芸・研究部門も施設管理運営も

全面的に指定管理者に委任することとし、展

示関連民間企業会社㈱乃村工藝社が選定され

た。こうした全面的・本格的な指定管理者制

度による博物館運営ということもあり、この

　年間、全国各都道府県議会、市議会の文教2

委員会、行政、学会、博物館関係者、マスコ

ミ等の視察、質疑応答で対応した回数、時間

は膨大なものであったし、なお後を絶たない

状況である。

　この制度に関する視察団体やマスコミ等か

らは、「文化行政の継続性」「調査研究の継続

性」に関する疑問、「貴重な資料の保管管理」

に対する懸念、「学芸員の身分」の不安定さ、

等々が提示されたし、それらは今も全て解消

されているわけではない。

　これらの疑問・問題は、新しい制度で前例

がないだけに当然のこととも言える。これら

の点について、長崎県では管理運営や学芸・

教育部門の業務を抽出・分析し、各項目ごと

に「民」で可能か、民が行う場合には何が問

題なのかを検討し、その対応策を考えてきて

おり、勿論文化の継続性の問題等についても

議論を重ねてきている。そして博物館の現場

で実際に管理運営する我々も、これらの問題

に正面から取り組んできている。そうしたこ

とから、資料保存管理、調査研究、運営方法

など、これまでにない新しいシステムを構築

し、実践している。ガバナンスとミッション

を明確にして進めているのは言うまでもない。

図1　博物館運営事業費分離方式 

利用料金制を 
採用した場合 

負担金 利用料金 

地方公共団体 指定管理者 施設利用者 
管理 
委任 

使用 
許可 

※注：独立採算を条件として、地方公共団体は負担金を払わない場合もある。 

長崎歴史文化博物館の指定管理者の業務について 

●設置者負担金事業 ●利用料金およびその他自主事業 

　・生涯学習支援事業 
　・調査研究事業 
　・施設維持管理業務 
　　施設総合管理 
　　設備保守 
　　清掃、警備、樹木管理、修繕 
　　受付案内業務 

　・常設展示事業 
　・展覧会、企画展事業 
　・催事、イベント事業 
　・広報営業活動 
　・駐車場運営事業 
　・施設等貸出事業 
　・ミュージアムショップ事業 
　・飲食施設事業 

設置者が行政として果たすべき責任範疇と、 
指定管理者の裁量により展開すべき範囲がはっきりしている。 
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　また、運営方法についても、県と指定管理

者のリスク分担を明確にすると共に、指定管

理者がインセンティブをもてるように考えら

れている。これが博物館運営事業費を「負担

金事業」と「利用料金およびその他自主事業」

とに分ける事業費の分離方式である（図　）。1

さらに、この新しい制度を活用し、博物館の

活性化を図り、まちの機能の一端を担い、地

域活性化の拠点になるよう、博物館（指定管

理者）と県・市の間で毎週定期的に業務確

認・協議を行って意思疎通を欠かさないよう

に努めている。このようなことから現状で問

題と思われることは、すぐに協議を行い業務

の遂行に支障がないようにしている。

　いずれにしても、公設博物館を運営する主

体が自治体直営か民間かにかかわらず、文化

の伝承と新たな文化の創出・発展を図ること

なしに博物館自体の存続はありえない。館内

に「長崎歴史文化研究所」を設置した理由が

ここにあることは先に述べたとおりである。

　また、文化を経済活動から切り離し、崇高

な存在として過保護にしてきた我が国では、

指定管理者制度によって民間による公共博物

館運営が採算性優先主義に陥り、利用者サー

ビスの低下、文化の向上や市民の文化度を高

める視点が疎かになる、といった懸念が生ず

るのも理解できる。しかし、博物館が効率性

や採算性を重点的に取り組んでこなかったこ

とこそ問題であり、いまやそのような運営で

は説明責任を果たすことはできないことを肝

に銘じなければならない。

　　．長崎歴史文化博物館の3

　　　具体的な事業

　　　～お白洲での寸劇などが人気～

　これからの博物館の機能の中核は「教育」

活動である。これはすでに欧米の博物館が多

くのモデルを示していることからも明白である。

　長崎歴史文化博物館としても、展示を中心

とした教育プログラムの創意工夫を図り、来

観者にとって楽しく学べる、あるいは常に新

しい発見や驚き、感動が得られるように、一

方的に与えるのではなく、自ら見たいこと、

知りたいことを選択できる展示、あるいは体

験して理解を深めることのできる展示の展開

に努めている。またできるだけ展示内容の理

解に役立つように、研究員はもとより、ボラ

ンティアの協力を得てギャラリートークや常

設展示の解説に力点をおいている。

　なかでも、「犯科帳」にもとづいて研究員が

シナリオを作成し、ボランティアによって演

じられる奉行所お白洲での寸劇は非常に好評

であり、土・日・祝日に20分程度　回上演す6

る時間には毎回大変な盛況をみている。観客

【お白洲】長崎ならではといえる、密貿易者や漂流民の
　　　　　お裁きの風景を、寸劇で再現
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も寸劇に一部参加する場面があり、参加型情

景展示でもある。この寸劇は半年毎に犯科帳

に基づき内容を変えて演じるので、リピー

ターが多いのが特徴である。

　企画展は2006年度の場合、　 事業を展開し6

た。そのうち　事業は博物館オリジナルの企3

画であり、それぞれ長崎県の持つポテンシャ

ルを生かし、地域に密着した特徴ある展示を

実施していると考えている（図　）。2

　教育プログラムは、定期的に実施する「長

崎学講座」をはじめ、各種のシンポジウム、

フォーラム、企画展関連のイベント、市民の

音楽グループの発表など年間百回以上に亘っ

て実施している。展示観覧だけではない博物

館の楽しみとして地域の人々、来観者から歓

迎されている理由の一端がここにあるといえ

るように思う。

長崎歴史文化博物館の地域力を活かした企画　～長崎から日本そして世界へ～ 

長崎歴史文化博物館の地域密着型事業の展開 

ローマを夢みた美少年 
天正遣欧使節と天草四郎展 

会期：10月21日～12月13日 
主催：長崎歴史文化博物館 
共催：長崎県、長崎市、大村市 
　　　南島原市 
出展数：約200点 
企画：ローマを夢みた美少年 
　　　天正遣欧使節と天草四郎展 
　　　実行委員会 

く ん ち 三 七 二 年 展 

会　期：9月13日～10月15日 
主　催：鎮西大社諏訪神社 
　　　　長崎歴史文化博物館 
出展数：240点 
入館者数：13,944人 

ローマ 

カトリック長崎大司教区 

京都大学 

・伊東マンショ肖像画（世界初公開） 
・メスキータ神父肖像画（世界初公開） 
・他に銅版画13件 

大村市 

南島原市 

関連イベント 

・メダリオン「無原罪の聖母」（県文化財） 
・南蛮漆器花鳥蒔絵螺鈿書箪笥 
　　　　　　　　　　　など合計9件 

・原城発掘出土状況を示す大手門復元模型 
・原城発掘遺品（十字架、メダイ、人骨など） 
・日野江城発掘遺品（金箔瓦、陶磁器） 
　　　　　　　　　　　　など合計9件 

・鎮西大社諏訪神社 
・三島神社（柳川市） 
・大阪府立中之島図書館 
・京都大学附属図書館 
・神戸市立博物館 
・全国郷土玩具館（群馬県上野村） 
・笠鉾開館ドリームホール 
　　　　　　　 （長野県須坂市） 
・祈りの丘  絵本美術館（長崎市） 
・料亭富貴楼（長崎市） 
・長崎市立諏訪小学校 
・庁内の自治会、個人 

丸山町（1階エントランスにて）  181人 
万屋町（奉行所石段下にて）  321人 
本石灰町（イベント広場にて）  181人 
栄町（1階エントランスにて）  330人 
船大工町（イベント広場にて）  500人 
桶屋町（1階エントランスにて）  350人 

・9月3日  万屋町（イベント広場にて）  180人 
・9月17日  本石灰町（イベント広場にて）  154人 
・9月18日  船大工町（イベント広場にて）  120人 
・9月30日  栄町（1階エントランスにて）  340人 ・8月30日  16mmくんち映画上映会  60人 

・9月13日  諏訪神社清祓式（祝詞、舞・雅楽） 
・9月16日  銀屋町の鯱太鼓演奏  370人 
・9月16日  記念シンポジウム  150人 
・9月18日  傘鉾もちあげ体験  60人 
・9月23日  第1回記念講演会  51人 
・9月24日  くんち塾例会（踊町の意気込みを聞く会）  84人 
・10月1日  第2回記念講演会  118人 
・10月1日  子供龍踊  133人 
・9月13日～10月13日  龍の制作（ウロコはり）  約300人 
・くんち展会員による解説 
・ミュージアムショップ：くんち関連グッズの販売 

・講演会　10/21～12/10　10回 
・シンポジウム　10/29 
　「17世紀の東アジアと日本」 
・「ウンスンカルタで遊ぼう」11/3～4 
・古楽器演奏会とギャラリートークの夕べ　12/9 
・活字印刷機の実演　10/28～12/10　6回 

鎮西大社 諏訪神社 

くんち出し物庭先廻り 

くんち出し物練習 

資料借用 

展示関連イベント 

おくんち　10月7日～9日 

・球冠のまぬある（国重文） 
・セヒーリアの聖母（県文化財）  以上2件 

・天正遣欧使節肖像画 
・フランシスコ合字紋入 
・輪違文蒔絵鞍　など合計5件 

効 果 

効 果 

○  長崎の歴史が日本やヨーロッパへ影響を与えた 
　  ことを、実際の「モノ」で実証。 
○  長崎の持つ地域の歴史的ポテンシャルが高いこと 
　  を実証。 
○  県の中核博物館として、県内各地域と連携し、 
　  各地域の歴史文化を県内外に発信する。 
○  長崎の地域力を高めた。 

○  くんちの歴史と意義を知らしめる 

○  全国のまつりとくんちのつながり 

○  学芸員・研究員の地域との連携強化 

○  地域の人々の展示への参加と博物館への愛着の増進 

○  地域のおらが博物館としての意識醸成 

図 2　 
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新制度による博物館運営に挑戦

　　．三菱重工業㈱長崎造船所およ4

　　　び長崎大学医学部創設150周

　　　年、長崎歴史文化博物館開館

　　　　周年記念特別展に寄せて2

　開館　周年にあたり、長崎歴史文化博物館2

は2007年度の重点的な事業として、三菱重工

業㈱長崎造船所および長崎大学医学部の創設

150周年を記念し、11月　日から12月　日ま3 9

で「勝海舟と幕末長崎」展を開催することに

なった。これを機に両機関と当館との連携協

力関係を一層深めていただければと考えてい

る。以下に本特別展の概要をご紹介しておき

たい。

　海外列強のアジア進出により、日本は激動

の幕末社会を迎える。それにあたり長崎には

日本の近代化を象徴する施設「長崎海軍伝習

所」が設けられ、ここには全国各地から多く

の伝習生が集まった。海軍伝習がはじまると

軍艦の修補に必要な長崎鎔鉄所が創設、さら

に近代医学を教える医学伝習所が開所される

ことになった。本展覧会では長崎海軍伝習所

が日本の近代化に果たした役割を取り上げる

とともに、長崎鎔鉄所（現三菱重工業株式会

社長崎造船所）と医学伝習所（長崎大学医学

部）の創設150周年の軌跡を紹介する。そして

数多くの伝習生のなかでも長崎に　度訪れ、2

のちに日本海軍の発展に尽力、また太平洋横

断も果たした勝海舟の足跡に迫る。

　プロローグとして、天保15年（1844）オラ

ンダ使節コープスの来日を取り上げる。コー

プスは開国勧告の親書とオランダ国王ウィレ

ム（ウィルヘルム）　 世肖像画を長崎奉行伊2

澤美作守政義に渡し、これらはそのまま江戸

幕府に届けられることになる。翌年、開国勧

告は老中連署を以て拒否されるが、この一件

が日本における対外的危機意識が生じた転機

となった。本章では「阿蘭陀国使節行列及ビ

立山役所応接配置等ノ図」（当館蔵）や「和

蘭国ウィルヘルム二世肖像」（靖国神社遊就館

旧蔵）を展示するとともに、その後、長崎に

勝海舟座姿写真（勝芳邦氏蔵）

長崎海軍伝習所之図（財団法人 鍋島報效会蔵）
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来航したプチャーチンや浦賀沖に現れたペ

リーについても取り上げ、「プチャーチン像」

（当館蔵）や「北亜墨利加人物ペルリ像」（当

館蔵）などの展示を通じて幕末社会の状況に

ついて紹介する。

　幕末長崎を取り上げるにあたって、長崎海

軍伝習所と勝海舟の足跡に焦点を当てる。長

崎海軍伝習所には長崎奉行所西役所の一部が

充てられ、ここでは近代航海技術の講義が行

われた。また練習艦として観光丸などが利用

され、航海の実践練習が行われた。ここでは

「長崎海軍伝習所之図」（財団法人鍋島報效会

蔵）や「長崎海軍伝習所平面図」（個人蔵）、

「西洋軍艦蒸気船製造方伝習書」（京都大学附

属図書館蔵）などを展示し、海軍伝習所の概

観や伝習内容について紹介する。また長崎海

軍伝習所閉鎖後、日本海軍は三重津海軍所や

神戸海軍操練所などに引き継がれるが、その

変遷過程についても取り上げる。

　海軍伝習に参加したひとりの勝海舟は、こ

こで多くの研鑽を積み、のちに咸臨丸艦長と

して太平洋横断を果たす。そこで勝海舟の足

跡を辿るとともに、咸臨丸で太平洋を横断し

た時に使用した羅針盤やコンパスなどの航海

用具（勝芳邦氏蔵）、また咸臨丸が航海してい

る様子を描いた「咸臨丸難航之図」（木村家

蔵　横浜開港資料館保管）などを通じて、当

時の太平洋横断の実状に迫る。また長崎で購

入された幕府軍艦「第二長崎丸」関係資料

（東京都江戸東京博物館蔵）を展示し、当時

の軍艦のスケールの大きさを感じていただけ

ればと思う。そして勝海舟のゆかりの品々も

あわせて展示する。

　最後に、長崎鎔鉄所と医学伝習所を取り上

げ、当時の近代都市長崎の状況を紹介する。

本年で創設150周年という節目に、三菱重工

業株式会社長崎造船所や長崎大学医学部、同

大学附属図書館などの協力も得て、これまで

の軌跡に迫る。ハルデスの愛用の銅製焜炉や

ゆかりの赤レンガをはじめ、夕顔丸舵輪や予

備錨（以上、三菱重工業株式会社長崎造船所

蔵）など実際に使用されていた艦船用具も展

示する。また医学伝習に関しては、養生所の

長持（当館蔵）や松本良順関係資料、日本最

古の聴胸器とされる「モーニッケ聴胸器」、

「ボードウィン講義録」（以上、長崎大学附属

図書館蔵）などを通じて、近代医学の歩みを

紹介する。

　本展覧会は日蘭修好150周年記念事業の一

環として開催するものである。日蘭修好を象

徴するものとして「贈蘭屏風」があり、これ

はオランダから献上されたスームビング号の

返礼として江戸幕府から10双が贈られた。そ

の中から「野馬図屏風」と「墨松図屏風」（以

上、ライデン国立民族学博物館蔵）を会期中

に展示する。本展覧会を通じて長崎が近代日

本の先駆的都市であったこと、そして日本の

近代化の背景には継続した日蘭友好関係に基

づくオランダの協力があったことを再認識し

ていただければ幸いである。
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新制度による博物館運営に挑戦
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　おわりに

　開館　周年の長崎歴史文化博物館は、確か2

にこれまでのところ予想以上の来観者に恵ま

れ、順調に推移してきたといえるが、課題が

見えてきたのも事実である。

　「進化する博物館」をキャッチフレーズに、

人々に親しまれる開かれた博物館づくりを目

指して取り組んできたが、来観者の声に必ず

しも納得いくような対応になっていなかった

り、施設設備の活用についても十分とはいえ

ない状況がある。

　教育活動についても、親子を対象とした定

期的なプログラムの計画、学校や福祉施設向

けの移動博物館、「スモール・スクール・

ミュージアムSSM」の実現、資料貸し出し事

業などの計画はまだ緒についたばかりで、具

体的な実施はこれからという段階である。

　また、特別企画展についても早期の計画と

広報・集客については課題山積であり、経営

的な面からも今後キメ細かな取り組みが必要

である。

　いずれにしても開館　年目を迎えるにあた3

り、迅速な事業の計画と実施により、地域住

民、来観者満足の創出にさらなる努力を続け

たいと考えている。

［日蘭修好150周年］開館　周年記念特別展2

　勝海舟と幕末長崎

［会期］2007年11月　日（土）～12月　日（日）　※休館日11月20日（火）3 9

［会場］長崎歴史文化博物館（　Ｆ企画展示室）3

［主催］長崎歴史文化博物館、日本経済新聞社

［共催］三菱重工業㈱長崎造船所、長崎大学医学部、長崎新聞社、KTNテレビ長崎

［協力］海と船の博物館ネットワーク協議会、長崎大学附属図書館

●ご ●案 ●内 




